
千葉県畜産総合研究センターの概要、業務集約の方向性

安全で高品質な畜産物を効率的に生産するため、先端技術等を活用して畜産農家が求める生産性の高い革新的な技術を
創造するとともに、地域資源の循環利用を中心とした環境にやさしい畜産技術の開発を行うことを目的として設置

設置目的

組織体制

千葉県畜産総合研究センター本所（八街市）
総務課
企画環境研究室
乳牛肉牛研究室
養豚養鶏研究室

市原乳牛研究所（市原市）
嶺岡乳牛研究所（南房総市）

②市原乳牛研究所
・受託牛の育成放牧場

①本所
・企画環境研究室
・乳牛肉牛研究室
・養豚養鶏研究室

③嶺岡乳牛研究所
・千葉県酪農のさとが併設

業務の集約

市原

再編後現行
育成牧場育成牧場

乳牛
飼料

～育成牧場の運営に特化～

嶺岡
～牛の改良拠点として特化～

再編後現行
乳牛の改良乳牛の改良
黒毛和種の改良飼料
災害支援

本所
～分野横断的な研究体制の構築～

再編後現行
乳牛（集約）乳牛
肉牛肉牛
養豚養豚
養鶏養鶏
経営経営
環境環境

飼料（集約）飼料
災害支援

今後の方向性
・限られた人員を集約し分野横断的な研究体制を構築
・黒毛和種を含めた高品質な牛受精卵の作出・供給体制を構築
・受精卵移植技術者の人材育成体制を強化

飼料作物の気候変動試験の実施

乳牛の飼養管理技術の研究 優良種豚の造成

放牧育成




